観光としまの未来
みなさんは観光のことについて勉強します。どの島について勉強するのかな？

[image: image12.jpg]


考えてみよう
　竹富町で観光客がたくさんやってくる島のベスト3は？

(　　　　島)　　　(　　　　島)　　　(　　　　島)

[image: image2.jpg]


やってみよう
下の表は、竹富町の島々にある宿泊施設（主に観光客が泊まる所）の数と、その収容能力（最大でどれくらいの人が泊まれるか）をまとめたものです。

　　　　　　　　竹富町の宿泊施設数とその収容能力　　　　（単位、軒・人）
	　　　　
	旅館・民宿
	ホテル
	合計

	
	軒数
	収容能力
	軒数
	収容能力
	軒数
	収容能力

	竹富島
	13
	304
	0
	0
	
	

	小浜島
	7
	135
	1
	350
	
	

	黒島
	3
	91
	1
	80
	
	

	西表島
	45
	388
	1
	42
	
	

	新城島
	0
	0
	0
	0
	
	

	鳩間島
	3
	14
	0
	0
	
	

	波照間島
	7
	166
	0
	0
	
	


平成11年度版「竹富町の概要　宿泊施設概要」より作成
それぞれの島の宿泊施設数と収容能力の合計を上の表に書き込んでみよう。

（1） 宿泊施設の数が多い島ベスト3は？

１位(　　　　島)　２位(　　　　島)　３位(　　　　島)

（2） 収容能力の大きい島ベスト3は？

１位(　　　　島)　２位(　　　　島)　３位(　　　　島)

[image: image3.jpg]


考えてみよう
どうして宿泊施設数の１位と収容能力の１位は違うのだろう？


[image: image4]　　　　　
１．リゾートホテルができた！

1979年、小浜島の南東部に沖縄県外の大企業によるリゾートホテルができました。その当時は、竹富町にリゾート施設と呼ばれるものはひとつもなく、人々は小浜島にたくさんの観光客が来ることを誰もが予想しました。
[image: image1.jpg]


[image: image11.jpg]



ホテルの人の話

私たちのホテルは、1979年にオープンしました。今から20年以上前のことです。オープンする前の1972年に竹富町にお願いに行きました。最初の計画では、小浜島と西表島と新城島にそれぞれリゾート施設を建設する予定でした。そして3つの島の施設を船で行き来できるようにする計画でした。ところが西表島の建設には沖縄県からのリゾート開発の許可をもらうことができませんでした。また新城島には私たちの会社の保養施設（会社の従業員の人のための施設）を建てたので、結局小浜島が唯一のリゾートホテルのある島になりました。
どうして小浜島の人々はリゾートホテルの建設を受け入れたんだろう？
[image: image5.jpg]


考えてみよう

下のグラフは小浜製糖の1966年から1986年までのサトウキビの生産量です。

[image: image6.emf]1966年～86年までの小浜島の黒糖の生産量
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生産量がいちばん多かった年は？　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　）
生産量がいちばん少なかった年は？　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　）

どうしてこんなに生産量が減ったのか予想してみよう。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

島のおじさんの話
　
71年はあまり雨が降らない日が何日も続いてサトウキビがあまり育たず収穫量がとても減ってねぇ。それで当時製糖工場を運営していた会社が小浜島から撤退してしまったんだよ。その当時、島の人はほとんどがサトウキビ農家だったから、なんとかして製糖工場を存続させようと考えたんだ。そして、「小浜公民館が製糖工場を買い取ろう」という話になったんだ。でも、製糖工場を買い取るにはたくさんのお金が必要で、島の人たちのお金ではとても買えなかった。そんな時に「リゾートホテルを建設したい」という話が舞い込んできたんだ。

　だけど、私たちがリゾート開発を受け入れたのは製糖工場のことだけじゃないんだよ。
[image: image7.jpg]


考えてみよう
おじさんの話にもあった、島の人々がリゾートホテルを受け入れたほかの理由は、島の人々にどんな考えがあったんだろう？下の①～③から選んでみよう。
① リゾートホテルができれば、日本全国から観光客がやって来て、島が有名になる。
② リゾートホテルができれば、そこで働く場所ができるから島から出て行った人達が　帰ってくる。

③ リゾートホテルができれば黒糖や野菜、魚やモズクをホテルとも取引ができるようになって、収入が増える。

２．リゾートホテルはできたけど・・・　
島のおばさんの話

島にリゾートホテルができて、島も変わってきたねぇ…。

細崎の漁師さんたちは、これまでと違ってリゾートにも魚やガサミを出荷できるようにもなったし、島で作った黒糖もホテルのお土産屋さんに置かれるようにもなったさぁ。

でも、ホテルができて観光客が来るのはいいんだけど、最初のころはゴミをそこら辺にポイ捨てしたり、私たちが住んでいるところに水着のままやってきて歩いたりしてねぇ、今ではそんなことはないんだけど…。あと、島にはいなかった動物が、サトウキビを荒らすようになったんだよ。

　だけどホテルができて、そこで働く人が島で暮らすようになったから、島の人口も増えたねぇ。それに祭りの時なんかでも参加してくれるからねぇ。

　それでもやっぱり島の若い人はなかなか帰っては来ないさぁ。

[image: image8.png]



大岳からリゾートホテルのある場所を眺める
３．若者よ、かえって来い！

下のグラフは、リゾートホテルで働く人たちの出身地と年齢をまとめたものです。


[image: image9.emf]リゾートホテル従業員の出身地

 　　　　（単位、人　全体　１２２人）
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沖縄本島
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　リゾートホテルの従業員の年齢（沖縄県内のみ）（2002年8月　単位　人）

	
	竹富（小浜も含む）
	石垣
	宮古
	沖縄本島
	合計

	15～19歳
	3
	0
	0
	3
	6

	20～29歳
	3
	4
	1
	5
	13

	30～39歳
	2
	2
	0
	1
	5

	40～49歳
	4
	0
	0
	1
	5

	50歳以上
	3
	2
	0
	0
	5

	不明
	2
	－
	－
	1
	3

	合計
	17
	8
	1
	11
	37


「ヤマハリゾートはいむるぶし」資料より作成

気付いたことを書いてみよう。

（　　　　　　　）
４．島の人の願い
（１）　前のページの「おじさんの話」、「おばさんの話」、「グラフ」をそれぞれ見て、あなたが気になったところを下にあげてみよう。

[image: image10]
（２）　「気になったところ」についてあなたの考えをまとめて、おじさんとおばさんへ手紙を書いてみよう。

松村（2000）より作成
　




























































































































� グラフは、松村正治「八重山諸島におけるツーリズム研究のための基礎調査―竹富島・西表島・小浜島の人々と自然とのかかわりの変遷―」（2000）の「小浜糖業年期別操業実績」より作成
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